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ブーローニュの森のモード
プルーストにおける「流行」の問題
芳　野　ま　い
小室な媛ム帽）一一とても低≦，てただ冠を堕窟ら一せ喪送」ラ．にみ逸至帽子を・
私の肉体の目の前に置いて、記憶の目が眺めるのとおなじくらい魅力
的かどうか知りたかった。ところがどんな帽子も、いまでは巨大で、
木の実や花々やさまざまな鳥の羽でおおわれているのだ1）。［強調引
用者］
　こんな奇抜な帽子（引用　　　　部）が見られるのは、どこだろう。
　『失われた時を求めて』の第1篇「スワン家の方へ」の終結部、本篇と
は異なる主人公を持っ「スワンの恋」と小説冒頭部分を除いて、そこまで
ほぼ時間軸に沿って進んできた回想の物語の途中でとっぜん、「今年2）」、
11月初旬、ブーローニュの森という時空がさし挿まれる。
　この直前、語り手は美しいスワン夫人の装いに憧れた少年時代の散策を
回想している。そして唐突に、「今年」、語り手が久しぶりに森を通り、現
在と回想を対比する数ページが現われる。出版の際分冊を余儀なくされて
「屏風のように立て3）」られたこの断章は、最終篇の啓示の効果を高める
「失われた時を求めて」に関しては、次の版を参照した。以下略号を用いる。
RTP：Ala　recherche　du　temps　Perdu，6dition　publi6e　sous　la　direction　de　Jean・Yves　TA－
DIE，　Paris，　Gallimard，　Biblioth6que　de　la　pl6iade，4vol．1987．
1）　RTP，1，　p．417．
2）　1～TP，1，　p．414，
1617
ブーローニュの森のモード（芳野）
たあ、時の断絶を一時的に強調するたあに置かれた。時代の断絶を示すの
は、森を散策する女性たちの装いの違い、まずは引用文に見られる帽子の
違いである。
　　　　　モー　ド「今年の流行？」
同じブーローニュの森の断章で、別の帽子4）の描写を見てみよう。
なんということだ1　もはやエレガンスというもののない今日、なぐ
3）「書物の最後、人生の教訓が理解されたときにはじめて、私の思想は明らかにされるので
　す。第1篇の終わりのブーローニュの森の挿話は、物理的な理由で500ページを越えるわけ
　にはいかなかった書物を終わらせ、締めくくるためにただ屏風のように立てたものであって、
　そこで述べていることは、私の結論の正反対なのです。それは一つの段階、主観的で愛好家
　的なうわべを持った一っの段階にすぎず、そこからもっとも客観的な、信念に支えられた結
　論へと向かって行くのです」［強調プルー一スト］
　1914年2月6日、ジャック・リヴィエール宛の書簡。
　PROUST，　Marcel，　Correspondαnce，　texte　6tabli，　pr6sent6　et　annote　par　Philip　KOLB，
　21vol．，　Paris，　plon，1970－1993，　XIII，　p．99．
4）第一帝政時代から外出時の装いの必需品であった帽子、そもそもそれは『失われた時を求
　めて』全体のなかでどんな役割を果たしているか。帽子についてはまとまった先行の考察が
　ないので、ここで確認しておこう。
　　19世紀末新しいスポーッと共に流行し始めた「黒い『ポロ帽』（RTP，　II，　p．151．）」は、
　アルベルチーヌを流行に敏感な少女として示し、ヴィルパリジ夫人の「古い時代の黒レース
　のボンネット（RTP，　II，　p．486．）」は、歴史記念物としての自分の価値をことさら強調する
　ための小道具であった。ロシア・バレエの公演でヴェルデュラン夫人の頭を飾る「人の見知
　らぬ羽根飾り　（1～TP，　III，　p．741．）」や、夫人のサロンで貴族の女性たちが椰楡ししかし何年
　後かには「最上流の社交界に流行する　（RTP，　III，　p，750，）」ことになる帽子［ないしは髪
　型］は、時代を先取り繍を味方にっけることで社会的上昇を果たす夫人を象徴する。
　　このように小説全篇を通して帽子は、時に衣服よりもはっきりと、登場人物と時代との関
　係を表している。
　　19世紀初めから形状のあまり変わらない男性の帽子についても、プルーストはそのしき
　たりの変化を物語の演出にとり入れることを忘れず、たとえばヴィルパリジ夫人を訪ねた歴
　史家が、訪問先では帽子を床に置くという「その当時流行していたしきたり」を知らず恥を
　かくという場面がある（RTP，　II，　p，509－510）。本論冒頭最初の引用文の少しあとには、「あ
　のころならレーヌ・マグリットの道をスワン夫人といっしょに散歩したであろうと思われる
　紳士たちの頭に、いまは、かつてのようなグレーの帽子［ここではシルク・ハットのこと］
　はなく、かといってほかの帽子もなかった。彼らは無帽で外に出ているのだ　（RTP，1，　p．
　417．）」とあるが、これは、1912年ごろの「アメリカ式（無帽）」の流行を通して時代の変化
　を強調している。
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さめといえば、かって知り合った女性たちのことを考えることだ。し
かし、鳥籠か野菜畑でおおわれたような帽子をかぶった恐ろしい女性
たちを眺めている人々は、簡素なモーヴ［薄紫］色のカポート帽か、
アイリスの花がたった一輪まっすぐとび出ているだけの小さな帽子を
かぶったスワン夫人をみたとしても、そこに魅力を感じられるだろう
か5）。［強調引用者］
　ブーローニュの森の散策（「フッティング」とよばれる）6）は、第二帝
　　　　　　　　モ－　ド政時代から常に流行に結びつけられ7）、そこに時代の変化をみるのはひと
っの常套であった8）。
1913年11月に発表された第1篇に「今年の秋」とあれば、単純に考え
れば1912年の秋のこととなるし、作家が小説に取り組み始めた1900年代
の終わりからそこまでの間に、もう少し漠然とした位置を占めると考える
こともできるだろう。確かなことは、その挿入された「今年」、ブーロー
ニュの森を散歩する女性たちの頭には、「巨大で、木の実や花々やさまざ
5）　RTP，1，　p．418．
6）　《footing》という仏製英語は19世紀末に広まるが、この社交的日課の歴史自体は、第二
　帝政時代にさかのぼる。
　SAIKI，　Shinichi，　Pα短s　dans　le　roman　de　Proust，　Paris，　Sedes，1996，　p．168－169。
7）「ただ楽しむために、場所や衣服にもこだわらずにする散歩は、フッティングではない。
　モンスリ公園やヴァンセンヌの森でのフッティングというのはあり得ず、フッティングを行
　う人は、ブーローニュの森にしか、しかも朝と午後、ある決められた通りにしか姿を現すこ
　とができない。フッティングはそれにふさわしい特別なコスチュームをきちんと身につけて
　行われなければならない。社交界のパリジャン、とくにパリジェンヌの体質は非常に繊細な
　ので、流行遅れの装いで行われるフッティングは、単に失敗したフッティングというだけで
　なく、危険で、非衛生的なフッティングになってしまう。」［強調引用者］
　TINAYRE，　Marcelle，《Le　fQoting》，　Feminα，　num6ro　sp6cial　de　printemps，［le　footing，
　le　cheval，　le　tenis，1e　yachting，　le　golf，　ralpinisme，1’automobile，　les　garden　parties，　les
　courses，　les　fetes　du　soir，　en　voyage］，1913，　P．257－259，
8）「かつては…平和な馬車の時代には、いや去年までは、十一時から正午にかけてアカシア
　の道にフッティングにやってくる散歩者の男女は、アルムノンヴィル脇の入口に馬車を止め
　たものだ。そしてそこから鳩撃ち場まで歩き、そこでしばし座って休んでから、もと来た道
　を戻っていくのであった。この境界の先には誰もおらず、アカシアの道もレーヌ・マルグリ
　ット通りと同じくらい人気のないものになるのだった。ところが今は［…］」
　《Un　changement　avenue　des　Acacias》，　Excelsior，290ctobre　1913，　p．3．
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まな鳥の羽で被われた帽子」や、「鳥籠か野菜畑でおおわれたような帽子」
が載っているということである。
　鳥の羽や花を過剰に飾った大きな帽子は、じっさい、1900年代後半か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ドら9）1912年ごろにかけてlo）のもっとも特徴的な流行であった。服飾誌
の挿し絵や写真をみるとまるで、頭の上に大きな円盤や籠を逆さに載せ、
その上にまた大量の羽や花を載せて運んでいるかのようだ。「野菜畑でお
おわれたような」という引用文の通り、野菜のような奇抜な飾りを載せた
ものまであらわれた11）［180頁、181頁の図版参照］。
　プルーストは服飾にっいて特に深い知識をもっていたわけではなく、必
要に応じて人にたずねたり12）、服飾誌を調べたりして、小説で使う用語
を見つけていた。この奇抜な帽子の流行にっいては、作家も当然それを被
った女性たちを目にしたであろうし、また新聞や雑誌で格好の椰楡の対象
ともなったから13）、それらの情報を合わせて「今年（1912年？）」の女性
の帽子を描き出すのは、さほど難しいことではなかっただろう。
　ではそのかさばる帽子をかぶった女性たちは、どんなドレスを着ている
のだろう。
9）1906年にはすでに、小説のゲルマント公爵夫人のモデルとされるグレフユール伯爵夫人
　が、劇場では大きな帽子をひかえようと呼びかけている。
　《La　Ligue　des　petits　chapeaux》，　Femina，15　juin　1906，　p．278－279．
10）1913年ごろからは、タンゴを初めとする社交ダンスが大流行し、踊りの邪魔にならぬよ
　う帽子は次第に小さくなり、ボリュームを抑えた羽根飾りを垂直に立てるスタイルの流行に
　移り始めた。
11）　Anonyme，《Les　potagers　a　la　mode＿On　porte　beaucoup　les　l6gumes　cette
　annee》，　Excelsior，11　janvier　1914，　p．5．（「野菜畑が流行…たくさんの野菜をかぶるのが、
　今年風」）
12）「ひょっとして、いま終えかけている本のために、『婦人服』についての細かい説明をい
　くっかしていただくわけにはいかないでしょうか。［…］自分では知らない、たくさんの細
　部や言葉が必要なのです。」
　1912年7月4日の少し前、ガストン・アルマン・ド・カイヤヴェ夫人宛の書簡。
　Correspondance，　op．　cit．　XI，　P，154．
13）「『もう一時間も前から、このたくさんの帽子の下に貴女を探しているのですよ！』顔を
　隠し、表情を神秘の影で包み込む一っの流行にっいて、これほどあざやかな批判ができるだ
　ろうか。」
　L’HEUREUX，　Marie・Anne，《Parlons　un　peu《Chapeau》，　Femina，　n’206，15　aoat　1909，
　p．415－417，p．415．
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スワン夫人を女王のようにみせていた美しいドレスのかわりに、グレ
コ・サクソン風チュニックとタナグラ人形風プリーッが復活し、また
ときにはディレクトワール［執政官時代］の様式で、壁紙のように花
模様を散らしたリバティー・シフォンがまた流行りだしているのであ
った14）。［強調引用者］
　「グレコ・サクソン風チュニック」、「タナグラ人形風プリーッ」、「ディ
レクトワール［執政官時代］の様式」、「リバティー・シフォン」といった、
おそらくそれほどなじみ深くはなかった用語を並べて作家が描き出そうと
しているのはやはり、1900年代のおわりから1912年ごろまでの女性服の
モ－　ド
流行である。
　「健康コルセット15）」でウエストを締め上げてっくるいわゆる「ベル・
エポックのSライン」がしだいに消えて、身体のラインはウエストを強
調しない直線的な1ラインに移っていく16）［182頁下の図版参照］。その
ラインは、引用文にあるように「ディレクトワール様式」あるいは「アン
ピール〔第一帝政〕様式」17）の復活ともみられ、また場合によっては遠
く異国の「オリエント風」や「ギリシア風」にも見えた18）。引用文中の
14）　RTP，1，　p．417．
15）1900年ごろ広まる。
　EWING，　Elizabeth　revised　by　Alice　MACKRELL，　Histo7　y　of　20th　centuiTy　fashion，　Lon・
　don，　B．　T．　BASFORD　LTD，1997（First　published　in　1974），p．8－10．
16）「これらの人形をみていると、ラインの簡素さへ、身体の自然な表現すなわち真実へと向
　かう方向はますます強まる傾向にあることが分かる。デザイナーが、魅力を強調するために
　ためらうことなく自然を歪曲していた時代があった。」
　GALTIER，　Joseph，《Les　poup6es　de　mode》，　Femina，15　d6cembre　1912，　pas　de　pagina－
　tion，
17）1913年初めの女性服飾誌の一ページ、スタール夫人がナポレオンにいう。「現代の女性
　は私の、ということは貴方さまのということでもありますけれど、時代の女性にひどく似て
　いますわね。」．
　GYP，《De　la　mode，（Dialogue　des　Morts）》，Journal　des　1）ames　et　des　Modes（Paris），10
　janvier　1913，　p．179－183，　p．179－180．「モードにっいて（使者たちの対話）」
18）「モードは数年前には「タナグラ」ドレスのデザインを、古代ギリシアからもってきて、
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「グレコ・サクソン風チュニック」は、この直線的になった丈の長い上着、
「タナグラ風プリーツ」は、古代ギリシアの彫刻に想を得た身体に沿った
スカートのひだを指し、いずれも、羽のっいた大きな帽子と同じくこの時
代の特徴的な流行であった19）。そしてプレイヤード版下書き原稿20）にも
あるrリバティーの布地」は、1894年パリに支店を出すイギリス、リバ
ティー商会の生地のことで、「現代婦人服（クチュール）のナポレオ
ン21）」といわれ時代の先導役であったデザイナー、ポール・ポワレがこ
の生地を用いたこともあり、大戦前数年の服飾誌でリバティーの生地を用
いた衣服のない号をみっけるのは困難なほどの、流行ぶりを見せた22）。
　もうひとっ、ドレスにっいての言及をみてみよう。
なんということだ！　と心のなかで私は言った。こういう自動車を昔
の馬車の仕立てのようにエレガントだと思えようか？　私はもう年を
取りすぎているかもしれない。けれど私は、女性が布地で作られたの
ではないようなドレスに足かせをされている（s’entravent）世界に
　いまでもその流行のことは記憶に新しい。今日では、モードはインスピレーションをさらに
　遠くオリエントに求めて、ハーレム訪問ののち『パンッ・スカート』をもってきたのであ
　る。」［強調引用者］
　PSICHARL　Michel，《Les　quatre　Mani色res　de　Culotter　une　Femme．　Croquis　sch色rna－
　tiques　de　M．　Paul　Poiret．》，　L　’illustra　tion，　n’3547，ユ8　fevrier　1911，　P．103－104，（「女性にパ
　ンッをはかせる四っの方法。ポール・ポワレ氏による簡単なクロッキー」）
19）「タナグラ風ドレスからパンッ・スカートへ」
　FLAMENT，　Albert，《De　la　Robe　Tanagra祖a　Jupe・Culotte》，　Fgmina，　n’244，15　mars
　1911，p。154．
20）「しかしわたしは、あらゆる野菜でおおわれた帽子をかぶり、足かせスカート（《jupes　en一
trav6es》）をはき、リバティーの布地を身にっけた女性を、おそろしいと思うことに決めて
　いるのだ。」［強調引用者］
　Esquisse　LXXXVI［Le　Bois　en　automne］，RTP，1，　p．990．
21）　BOISSARD，　Maurice，　Mercure　de　France，　rubrique《Th色atre》，　Tome　107，　janvier－
　f色vrier　1914．
22）1912年4月の『フェミナ』誌には、「ばらの花びら模様のリバティードレス、刺繍入り
　チュールのフリル付き」や「モスリンをかぶせたばら色のリバティーのドレス」という記述
　がある。［強調引用者］
　《La　mode　a　la　sc6ne；Les　toilettes　du《Comte　de　Luxembourg》cr6ees　et　ex6cutees
　par　Redfern》，Femina，　n’269，　l　avril　1912，　p，192－193．
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住むようにはできていないのだ23）。［強調引用者］
　やはり下書き原稿にもある「足かせスカート（jupe　entrav6e）」。これ
は、ポワレが1910年に発表した、ウェストをゆったりとさせる代わりに
裾を歩行も困難なほどに細くしたデザインのスカートで24）［183頁の図版
参照］、「パンッ・スカート25）［182頁上の図版参照］」とともに「奇
抜26）」な流行の象徴として新聞や雑誌でとりわけ批判や椰楡の対象とな
ったものである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ド　こうして丹念に描かれる「今年」の奇抜な流行、それに対比されるのが、
スワン夫人の装い（167頁、169頁、171頁の引用　　部）であるb
スワン失人の「スタイル」
　スワン夫人の装いはどんなものか。もう一度、すでに引用した文章の
　　部をみてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ド　最新の「今年（1912年？）」の流行に対し、一貫して「過去」の魅力を
象徴するものとして描かれる「簡素なモーヴ色のカポート帽」の「カポー
ト帽」は、頭を包み込んであご紐で結ぶタイプの、第一帝政後から十九世
紀のあいだのもっとも一般的な昼用の帽子で、1864年ごろから次第に衰
退の途をたどっていた27）。また「モーヴ色」は、ロシァ・バレエとポワ
23）　RTP，1，　p．418。
24）「そうだ、私は上半身を解放したが、足にかせをはめたのである。このモードの勅令がひ
　きおこした涙、叫び、歯ぎしりを、忘れることはできない。もはや歩くことも車に乗ること
　もできないと、女性たちは不平をこぼした。」（ポール・ポワレの回想）
　POIRET，　Pau1，　En　habiltant　1’e’poque，　Paris，　Mercure　de　France，1933，　p．63．
25）　FLOSSIE，《La　Robe　Pantalon》，Ftimina，　n’242，15fevrier　1911，　p．82，
26）「今日のモードのもっとも重要な特徴は、どんな奇抜なことも辞さないということであ
　る。」
　FLAMENT，　Albert，《La　mode　et　les　modes》，　Les　Modes，　Revue　mensuelle　illustr6e　des
arts　decoratifs¢appliqu6s　d　la　femme，　n’132，　decembre豆911，　p．2－3，　p，2．
27）　しかし19世紀末、1919年、占領下時代と三度、突発的な流行をみる。
1）ictionnaire　de　la　Mode　au　XXe　siecle，　collectif　sous　la　direction　de　Bruno　RE一
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レの異国趣味がはなやかな色彩を大流行させ、またその反動として黒と白
が流行する28）「今年（1912年？）」という時代にあっては、とりわけ過去
を象徴する色であった29）。
帽子以外の装いはどうだろう。「かわうそのパルトー」に「コルサージ
ユ［胴着］でよじれているすみれのブーケ」30＞、別の箇所には「ウールのポ
ロネーズ」にやはり「コルサージュにすみれのブーケ」31）という姿が描
かれる。ルイ16世時代のポロネーズは1870年から80年ごろに復古した
流行であるから32）、実際はむしろ「スワンの恋」時代のものである。すみ
れも、1910年ごろには時代遅れになりっつある花であった33）。
そして第2篇「花咲く少女たちのかげに」には、スワン夫人の装いが、
半円クリノリン「トゥールニュール（英語ではバッスル）」で下半身後部を
ふくらませてまるで「ストラポンタン（補助椅子）」をつけたような形の上
に、「タピシエ（絨毯屋）」様式ともいわれるほど過剰にフリルやりぼんを
飾りっけた「スワンの恋」のスタイルから、「身体のうねり」を描くべ
　MAURY，　Paris，　Editions　du　Regard，1996，　P．114．
28）「デザイナーたちの予測と努力にもかかわらず、パドックではあいかわらず半喪服〔白と
　黒の装いのこと］が猛威を振るっている。」
　《La　Mode　aux　courses》，　Femina，　n’　275，1juillet　l912，　p．399，
29）「服飾の世界で私が自分のやりたかったことを始めたとき、染物師のパレットにはもう色
　がなかった。18世紀的洗練の趣味が女性を無気力に追いやり、上品さという口実のもとあ
　らゆる生命力を奪っていた。『ニンフの腿［薄紅色］』のニュアンスの、ライラック色や血の
　気を失ったようなモーヴ色、紫陽花のような淡い青、ナイル川の色、とうもろこし色、麦藁
　色と、すべてやわらかく、薄く、くすんだ色がもてはやされていたのである。この羊の群の
　なかに私は何匹かのたくましい狼を放った。赤や緑や紫や、ウルトラマリン色の狼の登場で、
　他の色も変わった。胃もたれ気味のリヨンの織物業者たちの目を覚まして、陽気さと新鮮な
　さわやかさを吹き込んでやらねばならなかった。オレンジ色やレモン色のクレープ・デシン
　が生まれたが、こんな色出しをしようなんて、彼らは考えもしなかったろう。反対に、退廃
　堕な量コ立魚の数々は追い払った。」［強調引用者］
　POIRET，　Paul，　En　habillant　1　’9poque，　Paris，　Mercure　de　France，1933，　p．73－74．
30）　」RTP，1，　p．418．
31）　RTI），1，　p．411．
32）　BOUCHER，　Frangois，　Histoire　du　costume　en　Occident　des　oγigines　d　nosゴoπ7s，　pr色．
　cedente　6dition　augmentee　par　Yvonne　Deslandres，　Paris，　Flammarion，1996，　p．376．
33）　「多くの女性がすみれを捨ててしまいたがっているようである。」
　L’HEUREUX，　Marie－Anne，《De　quoi　demain　sera－t－il　fait》，　Femina，　n’212，15　novem－
　bre　1909，　p，584－586，　p．585．
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ル・エポックのSラインになったことが描かれている34）これらのことか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ドら、「スワン夫人の装い」といえば、ベル・エポックの流行であるとされ
ることも多い。
　だがスワン夫人の装いは、過去のさまざまな時代を換起するだけではな
く、またベル・エポックという一っの時代の枠にも収まらない。
　たとえば色。スワン夫人は、モーヴ色やばら色といったベル・エポック
の典型的な色ばかりを身にっけるのではなく、「今の流行ではないのでな
にか特別な意味をもっかのように見える、濃い赤やオレンジといったあの
暗い美しい色合いのスカート35）」を取り入れ、1870年代の典型的な流行
である「タータン36）」を、「最新流行の鳩羽色のタフタの一種かとみえる
ほど、［もとは暗く濃かった］色合いをうんと柔らかく（赤をばら色に、
青をライラック色に）して37）」取り入れる。
　こうして「いまではデザイナーや帽子デザイナーに頼んでもはたして作
れるかどうかわからない」昔の流行の名残を留めるスワン夫人の装いは、
さまざまな過去を喚起し、それを「一種の衣装個性とでもいうべきもの」
によって統一し調和的に共存させるという希有な独創性を持っ38）。それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ドによって、スワン夫人の装いは、小説中ただ一人で、「今年の流行」に対
峙する力を持っのである。
　「スワン夫人こそ、一っの時代そのものではないだろうか39）」という一
34）　「パッドや、おそろしい「トゥールニュール』の『ストラポンタン』は、コルサージュ・
　ア・バスクとともにすでに影をひそめていた。スカートの上に出っぱって鯨骨の輪が硬くあ
　たっていたこのコルサージュ・ア・バスクのせいで、ずいぶん長いあいだ、オデットのお腹
　は変なふうにふくらんで、なんの個性的なっながりもないばらばらの断片で組み合わされて
　いるように見えたものだ。ところが今や身体は、一個の生きた有機体として、すたれた流行
　の長い混沌と厚い星雲とから脱け出した。垂れ下がる『房かざり』の直線や、波打つフリル
　の曲線に、身体のうねりがとってかわった。そのうねりは、波に洗われる人魚のように、絹
　地のおもてを波打たせ、裏地のパーケリンにさえ人間的な表情を与えていた。」
　RTI），1，　p，607－608，
35）　RTP，1，　p．608．
36）　BOUCHER，　Frangois，　op．　cit．，　p．380．
37）　RTI），1，　p．608．
38）　RTP，1，　p，608．
39）「せめてもう少しだけ彼女がこうしてr持ちこたえて』くれたら、若い人たちは、彼女の
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文がある。その「一っの時代」は、じっはさまざまな過去を内包する「全
ての時代40）」であり、そしてそれゆえに、あらゆる時間の外に逃れる力
を持っのである。
　じっさいプルーストがスワン夫人の装いを描くとき、どんな登場人物と
も比べられない細やかさがみられる41）。
美しい文体（スタイル）のなかに異なるいくっもの形式が重ね合わさ
れ、そしてそれが隠れた一っの伝統に補強されているように、スワン
夫人の装いには、ジレーとか髪の長いカールとかの、あのあいまいな
思い出や、ときにはすぐにすたった『ソー・タン・バルク』への嗜好、
「スィヴェ・モワ・ジュ・ノム』への遠いかすかな暗示さえもが、具
体的な形のなかに、もっと昔の他のものの未完成の類似を、行き来さ
せていた。いまではデザイナーや帽子デザイナーに頼んでもはたして
作れるかどうかわからず、けれど常に私たちが思いを巡らせるそうい
う昔のものは、スワン夫人を、なにか高貴なもので包んでいた。それ
というのも、おそらくはそうした装飾品の無用性そのものが、実用以
上の目的に応えているようにみえたためであろうし、またおそらくは
過ぎ去った歳月の名残が、そこに保存されていたためかもしれない。
　装いを理解しようとしてこう言うだろう。『スワン夫人こそ、一っの時代そのものではない
　だろうか？』」
　1～TP，1，　p，608．
40）「この時間的不調和は、実際にはドレスの総合的価値を際立たせるものである。なぜなら、
　『スワン夫人こそ、一つの時代そのものではないだろうか？』という若者たちは、スワン夫
　人が全ての時代である、同時に全ての時代であると考えることができるのではなかろう
　か？」［強調リシャール］
　RICHARD，　Jean－Pierre，　Proust　et　le　monde　sensible，　Paris，倉ditions　de　Seuil，　co1L
　Points．　Litt6rature，1990，　p．261．
41）　PASQUALI，　Constanza，《Personaggi　proustiani．　Madame　Swann　e　i　suoi　vestiti》，
　proust，　primori，　La　Moda，　otto　lettere　inedite　di　Proust　e　tre　saggi，　Roma，　Edizioni　di　sto－
　ria　et　letteratura，1961，　p，63－88．（「プルーストの登場人物、スワン夫人とその衣服」）（な
　おこの論文については、森昌巳氏による以下の邦訳も参考にさせていただいた。コンスタン
　ッァ・パスクァリ、「作中人物、スワン夫人とその衣装」、森昌巳訳、『慶慮義塾大学日吉紀
　要　フランス語フランス文学』、第25号、平成9年九月、p．178（1）－146（33）。）
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あるいはまたこの女性特有の、一種の衣装個性とでもいうべきものの
ためかもしれなかった。その個性こそ、スワン夫人の異なるさまざま
な装いに、一っの共通の雰囲気を与えていたのであった42）。
　「美しい文体」のようなスワン夫人の服飾は、『失われた時を求めて』と
いう小説のなかで、「文体ということからいえば必ずしも当世風ではなか
った43）」作家ベルゴットや、カンブルメール夫人の目には十分「前衛的」
でなくそのたあ「人生を台無しにした44）」とみえる画家エルスチールの
作品とおなじように、外的な時間からの一種の独立性を獲得した「芸
術45）」となる。
　芸術愛好家のスワンは、スワン夫人が一っの時代の典型にとどまること
を好んだ。だが主人公はそれと反対に自分の「文体（スタイル）」を探し
創造者の道を歩むからこそ、スワン夫人の独創的な「スタイル」に出会っ
て、その美を読み解くことができた。これこそが、スワン夫人の装いの
「スタイル」が、小説のなかで果たす役割なのである。
モ－　ド
「流行」vs「スタイル」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ド　これまで見てきたように『失われた時を求めて』のなかで「流行」の対
義語となるのは、一見そうみえるように「過去」や「伝統」ではなく、
「スタイル」であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ド　ニっの対立する力が見えてくる。時の力をもっとも強く示す「流行」の
専制46）。そして、その時の外に逃れようとする「スタイル」。このふたつ
42）　RTI），1，　p．608－609．
43）　RTP，1，　p．546．
44）　RTP，　III，　p．205－206，
45）「スワン夫人の装い（mode）は流行（mode）のぞとにある。変わることのない装い
　（mode）、芸術としての装い（mode）である。」
　FAVRICHON，　Anna，　Toilettes　et　silhouettes　f勧minines　chez　Marcet　PV，oust，　Lyon，
　Presses　Universitaires　de　Lyon，1987，　p．110．
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が小説の構造にどのように作用しているか、もう一度作品全体を時間軸に
沿って読み、考えてみよう。
　「時の支配者47）」として自分のスタイルを流行にしてしまうほどの影響
力を持ったシャルリュス、洗練された社交のスタイルで社交界の寵児とな
るスワン、比類ない社交の「エスプリ」を持っゲルマント公爵夫人、ある
いは作家ベルゴット、画家エルスチール、女優ラ・ベルマ。小説にはさま
ざまな「スタイル」の持ち主が、いずれもそのスタイルの頂点を極めたと
ころで、主人公の前に現れる。
　しかし物語が描くのは、これらの人物たちが影響力を失い、才能を枯渇
　　　　　　　　　モ－　ドさせ、社会的には流行の力に完敗していく姿である。『失われた時を求め
て』は、作家を目指す主人公が自分の「スタイル（文体）」をみつけるま
での物語である。だが同じ物語がじつは、興味深いことに、一貫して、
モ－　ド
流行の「勝利」、スタイルの「挫折」を描く物語でもあるのだ48）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ－　ド　だが描かれる物語よりもさらに大切なのは、「流行」と「スタイル」と
いうふたっの時間が共にあり、それこそが、長い小説を支えるダイナミズ
ムを創っている、ということだ。
なぜなら私の本の材料は、真に完全な印象、時の外にある印象だけで
　　　　　モ　－　N46）「文化と流行を通して、ただ一つの波動が空間の全域にわたって、同じ言い方、同じ考え
　方を伝播する」
　RTP，　IV，　P，517．
47）　RTP，　II，　p．589．
48）『失われた時を求めて』における「瀟芋」と「スタイル」幽の対峙は、第一次大戦前の三っ
　の流行現象（服飾、ロシア・バレエ、タンゴ）を通して以下の表のように、描かれる。
モー　ド
ｬ行 スタイル
服飾 奇抜な異国趣味（ポール・ポワレ） スワン夫人、フランソワーズ
ﾌ「簡素」な趣味
ロシア・バレエ ヴェルデュラン夫人と「音楽の殿堂」 「伝統」の象徴ラ・ベルマ
タンゴ 保養地でのユダヤの少女たちの装い 「反タンゴ」のフランス的伝統
ﾌ擁護者シャルリュス
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構築されるわけにはいかない。わたしがそれらの印象をはめこんでゆ
こうとしている真実のあいだには、時に関係をもつ真実、そしてその
時のなかに、人間、社会、国民が浸透し、変化してゆく、そんな真実
もまた一っの重要な場所を占めるだろう。そう、私はすでに決めてい
たからであった49）。
　　　　　　　　　　　　モ－　ド　時の暴力的な力を表す「流行」と、その外に逃れ独立性を保とうとする
「スタイル」。そのどちらかが欠けても、時をその完全に動的な姿で捉える
ことができず、「世界を不動化してしまう50）」。ふたっが縦糸と横糸のよ
うに時を織りなすからこそ、『失われた時を求めて』の「歴史感覚51）」に
すぐれたダイナミックな時空が生まれ、プルーストは同時代の現象を柔軟
に取り入れながら、時を創り批評的に生成する作品を書き続けることがで
きたのである。
49）　RTP，　IV，　p．510．
50）「時にひっばられて動いてゆくこの世界を認識する方法、この世界をいわばネガに写し取
　る方法は、逆にこの世界を不動化してしまう。」
RTI），　V，　p．542．
51）　RTI），　V，　p，542，
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巨大な帽子と「メルヴェイユーズ風」ドレス
《lllustration》，16　mai　l908
1908年のモード
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「かさばる帽子」 1910年のモード
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???
「パンツ・スカート」をはいてブーローニュの森を自動車で散策するモ
デルたち　　1912年から1913年ごろ
1ラインのドレス　　1910年のモード
《lllustration》，9juillet　1910
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「足かせスカート」　1910年のモード
（フランス語圏文化学科　非常勤講師）
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